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（加藤 眞悟・安田 登）

１．講演会 午後2時10分～2時40分（30分）

❶能楽いろは ❷経正について

2．ワークショップ 午後2時40分～３時１０分（30分）

❶「高砂や」を謡ってみよう（加藤 眞悟）

❷大鼓体験（大倉正之助）

３．能楽公演「経正」 午後3時30分～4時10分（40分）

シテ 加藤 眞悟
ワキ 安田 登
笛 小野寺竜一
小鼓 幸 信吾
大鼓 大倉 正之助
後見 梅若 紀佳
地謡 長谷川晴彦 古室知也 梅若 志長

■講師 加藤 眞悟(かとう・しんご)
昭和33年生。平塚市出身、横浜市在住。学生時代に能に出会いプロを志す。故二世梅若万三郎及び現万三郎に

師事。観世流準職分。重要無形文化財(能楽)総合認定保持者。

平成11年より毎年自主公演『明之會』を開催する。主な披曲『木賊』『鷺』『卒都婆小町』『三輪 白式神神楽』『恋重

荷』『安宅』『望月』『砧』『道成寺 赤頭』『石橋』『猩々乱』等。

また新しい事にも取り組み、平塚ゆかりの古能『真田』(源平盛衰記)『伏木曽我』『虎送』『和田酒盛』『大磯』(曽我

物語)、尾張の古能『不逢森(あわでのもり)』『熱田龍神』の復曲、新作能『将門』『新皇将門』『射留魔川(いるまが

わ)』『長崎の郵便配達』の制作に関わり初演のシテを勤める。

平塚市、伊勢崎市、横浜では定期的に能楽の普及公演にも取り組み、各地での能楽公演に関わる。また、平成２７

年には愛川町文化協会創立４０周年記念講演会として「能の鑑賞 『羽衣』」を愛川町文化会館ホールで上演した。

眞謡会を主宰し愛好者へ謡仕舞の指導にあたる。(公財)梅若研能会理事。(一社)復曲能を観る会代表理事。(一

社)明之會代表理事。(公社)能楽協会東京支部著作権関連委員。「よこはま能の会」「いせさき能」「湘南ひらつか

能狂言」実行委員会顧問。

申込・販売・
お問合せ等

愛川町文化協会事務局
（愛川町教育委員会スポーツ・文化振興課内）

愛川町角田251-1 愛川町役場3階 窓口・電話対応は平日8：30～17：15

電 話 ０４６－２８５－６９５８ FAX 046-286-4588
メール spobun@town.aikawa.kanagawa.jp

＜講演会に関する注意事項です。必ずお読みください。＞
●入場チケット購入後の座席変更はできません
●講演会中の撮影、録音、録画は固く禁止いたします。
●当日はイベント準備等により文化会館駐車場が利用できません。付近に
臨時駐車場を用意いたしますが、公共交通機関のご利用にご協力ください。
●その他の注意事項等は講演会ホームページ等でご確認ください。
●チケット申込・購入方法等は、本チラシの表面または講演会ホームページ
等でご確認ください。

ホームページ

経正（つねまさ）
仁和寺、御室御所の主覚法親王の命令により、僧都行慶（ワキ）は一の谷の合戦
で討たれた経正（シテ）のために管弦講を営む。そこへ経正の霊が現れ、生前愛用
していた青山の琵琶を奏でるが、やがて修羅の苦しみに襲われて姿を消す。

「大鼓体験」

能楽公演「経正」
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